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れる。ところが、このスキームにアプリオリな普遍  

性があるとは言えないようである。まず、行政的機  

会が数学的には集合概念で記述されるものかどうか、  

また、記述されるにしても精緻に組み上がっている  

行政理論体系の書替えで潜むのかどうか、明らかな  

ことではないと思う。しかし、硯芙の世界と行政的世  

界とは区別されなければならないし、両者を区別す  

ると、必然的に現実世界を行政的世界に取り込むた  

めの過程として観測ヤ測定の問題が生じ、現実世界  

と行政的世界との薙緑の評佃やそのフィードバック  

機構が問題になるであろう。行政には、人が本質的  

に関与しており、行政的世界像というものが純粋に  

杓子定規的に描かれることはない．人の関与の仕方  

も法令で規定されているが、相当に複雑である。例  

えば、ヒヤリングを実施する、いわば、観測器になっ  

たり、一方でほ、中継器になったり、あるいは、発信  

器になったりする。   

いずれにせよ、ここには何かしなければならない  

ことがある、しかも、数学になるかどうかはわから  

ないが、数学的考え方が不可欠と予想され、その上、  

最終的には優れて工学的な話題であるので、数量化  

され安定した結果を導く体系として記述されなけれ  

ばならないものがある、という感じはするのである。  

もちろん、現実世界の観測結果を迅速に行政的世界  

に反映させることは重要であり、動学的行政系とか  

非定常行政系という用語ほ、このような過程が保証  

されていることを示唆したつもりである。しかし、こ  

の部分は、行政的測定のあり方に加え、現実には立  

法機関の介入を要するところでもある。   

この話は、新しい分野を提案するということでほ  

ない。わたくし自身、こういう話題にのめり込むべ  

きかどうかは正直のところ否定的である。しかし、今  

しばらくは暖めていたいと思っている。  
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